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医療的ケアが必要な児童への支援検討
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◎　同年代の子どもたちと同じように保育園に通いたい。
　(課題等)
　１　保育園で、医療的ケアが必要なため、家族が保育園に出向き、医療行為を行っている。
　　→　家族の負担が大きい。
　２　看護師は、家族に代わって医療を行うことができる。
　　→　保育園に看護師の配置があっても、医療行為を期待できない(※保育士としての配置)
　　　→　保育園で訪問看護を利用した場合、医療保険の適用外となる。
　３　在宅生活を継続するために必要な支援は、訪問看護だけでなく、成長とともに変化する。
　　→　コーディネータ不在(専門性のある職員が主となり、チーム支援が必要）
　０　NICUから市(健康課)につながらない事例がある。
　　→　家族が子の支援を抱え込んでしまう？

相談支援事業所

訪問看護事業所

　まずは、早期療育検討会において、課題を整理し、必要な支援体制を整備する。
　　・市の体制　・コーディネーター　・事業化に必要な条件 など
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【入所】重症心身障害児施設 等

【在宅】主に家族介護のもと在宅で生活
　　　　(障害児通所支援、訪問看護等)
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子育て支援課・かがっこネット・こども育成相談センター・相談支援事業所・(市)教育委員会など
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医療的ケア支援事業について

医療的ケア(※)を必要とする児童が在籍する保育園
等に看護師等を派遣することにより、保育園等での生
活を安心して送ることができるよう支援する。

※ 吸たん、導尿など家族ができる行為

【対 象】市内に住所を有する者
【内 容】指定訪問看護事業者に委託して実施
【場 所】通常通う市内の保育園等
【申 請】主治医が作成した指示書を添えて申請
【利 用】原則として、２回以内／週 無料

ただし、訪問看護指示書、衛生材料は利用者負担。

【委託料】訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用
の額の算定方法による


